

















2） このことは、三木（2009）が『1997年に EUがアジ、サバ等の IQ枠拡大を実現（p.73）』と指摘して
いる（三木克弘「輸入割当制度（IQ制度）がイカの生産、流通、加工に与えた影響」北日本漁業37巻、
pp.71-91、2009年）。日本の IQ制度の歴史的経緯についても同論文が詳しく述べている。



































6） 通報義務はWTO “Decision on Notification Procedures For Quantitative Restrictions” （文書番号G/L/59/
Rev. 1）で示されている。日本政府の2020年の通報（NOTIFICATION PURSUANT TO THE DECISION 
ON NOTIFICATION PROCEDURES FOR QUANTITATIVE RESTRICTIONS （G/L/59/REV.1）（文書
番号G/MA/QR/N/JPN/5））11ページにおいて、数量制限を課す根拠として三木が指摘したGATT11条
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13） 平成17年までは毎年、輸入通関実績が掲載されており、各年度で輸入発表の 1年後と 2年後の実績が確
認できた（平成16年度割当てのみ 1年後まで）。平成14年度（輸入発表日：平成14年 9 月26日）を例に確


























平9 平10 平11 平12 平13 平14 平15 平16
平成9〜16年度の輸入通関実績（左軸単位：KGS、右軸単位：％）
総割当発給量 届出通関総量 消化率
図 4　平成 9～16年度のさば割当発給受領者による輸入通関実績
データ出所：通産省公報より作成
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1997～ 2019年度におけるさば類の輸入割当て（柴田）
